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平成 24年度 財団法人ＪＫＡ 補助事業 

 

１．事業名 

平成 24 年度 国際交流の推進活動 

 

２．事業の目的 

創造性の高い青少年の国際交流により、参加団員をはじめとした青少年の創造

に対する意欲の向上を図るとともに、広く一般に向けて創造性教育の重要性を周

知する。また、各国の創造性育成のあり方について議論することで、我が国にお

ける創造性育成教育への参考とする。 

  

３．実施内容 

①青少年創造性開発育成海外交流タイ派遣団 

当協会が実施した「第６９回全日本学児童発明くふう展」において恩賜記念賞

及び特別賞の受賞者、および「第１回全国少年少女チャレンジ創造コンテスト」

において特別賞の受賞者を対象に派遣団を結成し、平成２４年６月２６日（火）

～７月２日（日）の期間、タイに派遣した。同国では、バンコクで開催された2012

世界青少年発明工夫展に参加した。派遣先での活動の詳細は以下のとおり。 

    ⅰ）派遣者 

     団 長  扇谷 高男 参与 

     副団長  芹澤 義信 青少年創造性グループ 課長 

     秘書長  前野 士郎 青少年創造性グループ 副長 

     事務長  寺倉 琢也 総務グループ 課長補佐 

     団 員 

     （第６９回全日本学生児童発明くふう展受賞者） 

前里 将太 恩賜記念賞受賞 

       末宗 光博 経済産業大臣賞受賞 

       金内 純平 発明協会会長賞受賞 

       田代 壱揮 日本弁理士会会長賞受賞 

       山田 晃大 ＮＨＫ会長賞受賞 

田中 槙一 ＷＩＰＯ賞受賞 

     （第１回全国少年少女チャレンジ創造コンテスト受賞者） 

       石井 翔尊 文部科学大臣賞受賞 
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    ⅱ）主な行程・派遣先・面談者 

      ６月２６日 結団式（港区虎ノ門／発明会館） 

関係省庁訪問（文部科学省、特許庁、WIPO東京事務所） 

      ６月２７日 羽田発 

            タイ着、展示会場・展示確認 

６月２８日 ２０１２世界青少年発明工夫展開会式 

展示会場で作品説明、他国からの参加者との交流 

６月２９日 展示会場で作品説明、他国からの参加者との交流 

６月３０日 展示会場で作品説明、他国からの参加者との交流表彰式 

閉会式 

      ７月 １日 バンコク市内見学 

            タイ発 

      ７月 ２日 羽田着，解団式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 場 内                 会 場 内 

会場前には連日入場を待つ人だかりができた      プミポン国王の展示 

  ～Royal Inventions for the People～ 
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表彰式の様子               取材を受ける団員 
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②発明奨励国際フォーラム（IFIP）総会への参加 

     上記世界展会期中に各国発明奨励団体の代表者が参加して発明奨励国際フォー

ラム（International Forum for Innovation Promotion(IFIP)）総会が開催され

た。 

    ⅰ）参加者 

     ９カ国・地域(日本・タイ・マレーシア・シンガポール・インドネシア・ベトナ

ム・フィリピン・台湾・香港)の代表者 

     【当協会からの出席者】 

      扇谷 高男 参与 

      寺倉 琢也 総務グループ 課長補佐 

    ⅱ）開催日時 

     平成２４年６月２７日（水）１４時３０分～１６時３０分 

    ⅲ）審議内容 

     ・ＩＥＹＩ事務局（WEBサイト）の設置について 

     ・今後の開催国について 

     ・次回開催からの（評価）基準整理について 

    ⅳ）報告事項 

     ・発明協会の取組みについて 

     ・マレーシアの取組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ＩＦＩＰ会議の様子 

 


